
TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

医
療
・
育
児
に
関
す
る
不
安
の
相
談
が
で
き

ま
す
。

※
相
談
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
）
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
６
月
１
日
㈰
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
通
信
機
器
を
通
し
て
、
小
児
科
医
に
直

接
相
談
が
で
き
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
助
言

が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　
０
歳
～
18
歳
の
こ
ど
も
の
い
る
世
帯
の
か

た
は
、
24
時
間
、
無
料
で
こ
ど
も
の
健
康
・

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
を
開
始
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

（
集
会
所
、
こ
ど
も
食
堂
）、
体
験
学
習

施
設
（
防
災
体
験
学
習
施
設
）、
教
育

施
設
（
放
課
後
学
習
支
援
施
設
）
な
ど

補
助
額
　
上
限
２
０
０
万
円
（
改
修
に

要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
）

※
補
助
金
の
申
請
前
に
市
役
所
で
の
事
前

相
談
が
必
要
。
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に

工
事
着
手
し
た
場
合
は
補
助
対
象
外

※
申
請
書
類
や
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
先
へ
必
要
書
類
を
提
出

件
を
満
た
す
食
品

の
寄
付
を
受
け
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
エ

ロ
ー
ハ
ー
ツ
を
は

じ
め
と
す
る
市
内

の
こ
ど
も
食
堂
な

ど
の
団
体
が
、
寄

付
さ
れ
た
食
品
を
回
収
し
、
必
要
と
し

て
い
る
方
々
に
届
け
ま
す
。
市
は
周
知

活
動
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
の
寄
付
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
寄
付
で
き
る

食
品
の
要
件
や
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
る
店
舗
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
）
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
市
内
の
空
き
家
を
改
修
し
て
、
地
域

活
性
化
の
用
途
で
利
活
用
す
る
か
た

へ
、
改
修
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

対
象　
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
空
き
家

所
有
者
よ
り
改
修
の
承
諾
を
得
た
借
受
者

補
助
対
象　
空
き
家
を
地
域
活
性
化
の

用
途
で
使
用
す
る
た
め
に
か
か
る
改
修

費
用（
備
品
の
購
入
費
用
な
ど
は
対
象
外
）

要
件　
①
改
修
後
の
建
物
を
10
年
間
以

上
継
続
し
て
地
域
活
性
化
の
用
途
で
使

用
す
る
こ
と
、
②
市
内
事
業
者
が
行
う

改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

※
地
域
活
性
化
の
用
途
＝
交
流
施
設

　
深
谷
市
は
、
３
月
21
日
に
㈱
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
イ
エ
ロ
ー
ハ
ー
ツ
と
、『
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
実
施
に
関
す
る
合
意
書
』
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
締
結
に
よ
り
、
市
内
の
セ

ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
一
部
店
舗
で
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
、
寄
付
さ
れ
た
食
品

を
こ
ど
も
食
堂

な
ど
を
通
じ
て

必
要
な
か
た
に

届
け
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
施
方
法
】

　
市
内
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
一
部

店
舗
（
21
店
舗
）
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
、
店
舗
を
訪
れ
た
か
た
か
ら
要

地
域
活
性
化
を
図
り
周
辺
の
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
を
防
止

空
き
家
利
活
用
の
改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
自
治
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

『
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
施
に
関
す
る
合
意
書
』

を
締
結
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
６
）

令
和
７
年
度
深
谷
市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
　
人
事
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
６
）
・
消
防
総
務
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
０
０
）

新
た
に
社
会
人
経
験
者
を
募
集

　
市
で
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
採
用

予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
６
月
試

験
の
社
会
人
経
験
者
の
募
集
枠
で
は
、

令
和
７
年
11
月
１
日
採
用
も
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
り
多
く
の
か
た
が
受
験
で
き
る
試
験

日
程
・
方
法
を
実
施

　
６
月
と
９
月
の
２
回
、
試
験
日
程
を

設
け
、
一
部
の
専
門
職
を
含
む
多
く
の

募
集
職
種
は
、
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
の

受
験
が
で
き
ま
す
。な
お
、消
防
職
は
、

昨
年
度
と
同
様
の
試
験
方
法
で
す
。

　
試
験
内
容
や
申
込
要
件
な
ど
詳
し
く

は
、
各
受
験
案
内
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
　
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

※
市
役
所
本
庁
舎
総
合

案
内
、
キ
ラ
ラ
上
柴
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
消
防
本
部
、
各
消
防
分
署
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
全
職
種
電
子
申
請
で
Ｗウ

Ｅェ

Ｂブ

申
し
込
み

※
６
月
試
験
の
受
験
者
も
９
月
試
験
を

受
験
で
き
ま
す
。

※
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
と
は
、
全
国

各
地
に
あ
る
試
験
会
場
に
お
い
て
、
受

験
者
が
希
望
す
る
会
場
・
日
時
で
受
験

で
き
る
も
の
で
す
。

募集職種（6月試験） 募集人数 申込期間 第1次試験日・試験方法

一般事務
（大学卒・短大卒・高校卒）

※高校卒は既卒者のみ

一般事務

16人程度

5月1日㈭　
　～22日㈭

6月11日㈬～24日㈫
テストセンター方式
（S

ス コ ア

COA）

一般事務（デジタル枠）
一般事務（福祉）
一般事務（障害者対象）

一般事務 一般事務（社会人経験者）
専門職

（大学卒・短大卒・高校卒）
※高校卒は既卒者のみ

まちづくり技師（土木・建築）

2人程度
専門職

まちづくり技師（土木施工管理
技士１級・一級建築士）
まちづくり技師（社会人経験者）

募集職種（9月試験） 募集人数 申込期間 第1次試験日・試験方法

一般事務
（大学卒・短大卒・高校卒）

一般事務A

11人程度

8月1日㈮　
　～20日㈬

9月21日㈰
市役所本庁舎で試験

一般事務B

9月10日㈬～23日㈷
テストセンター方式
（SCOA）

一般事務（デジタル枠）
一般事務（福祉）
一般事務（障害者対象）

一般事務 一般事務（社会人経験者）
専門職

（大学卒・短大卒・高校卒） まちづくり技師（土木・建築）

若干名

専門職

まちづくり技師（土木施工管理
技士１級・一級建築士）
まちづくり技師（社会人経験者）

保育士・幼稚園教諭 若干名 9月21日㈰
市役所本庁舎で試験

消防職 消防職（一般） 6人程度 9月21日㈰
消防本部で試験消防職（救急救命士）

深谷市職場環境のポイント
▪�渋沢栄一翁関連事業や市独自の子育て支援など新しい取
り組みに関わるチャンス！
▪�キャリアに応じたさまざまな研修制度
▪�多様な休暇制度によるワークライフバラン
スの充実

◀来庁者の
利便性を考
えて造られた
本庁舎

▲事務職・専門職▲消防職

▲調印式の様子

▲回収ボックス

 

取得できる証明書
▪住民票の写し
▪住民票記載事項証明書
▪戸籍附票の写し
▪印鑑登録証明書
▪課税（所得）証明書
▪納税証明書
▪戸籍全部事項証明書
▪戸籍個人事項証明書

利用可能時間
毎日午前6時30分～午後
11時（年末年始・メンテナ
ンス日を除く）

全国のコンビニで
証明書が取れます

あ市民課（う574‐6640）、
市民税課（う574‐6637）

　全国のコンビニエンス
ストアで、マイナンバー
カードを使って住民票や
戸籍などの証明書が簡単
に取れる『コンビニ交付』
をぜひ
ご利用
くださ
い。

▶詳しく
は市ホー
ムページ
をご覧く
ださい。

◀『渋沢栄
一とお札』
コーナーを
紹介
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新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

栄一翁みらい宣言栄一翁みらい宣言

『立
り っ

志
し

（夢・こころざし）』と『忠
ちゅう

如
じ ょ

（まごころ・思いやり）』の思いを  今、あらためてことばに。

深谷市長

小島　進

併
協
議
会
を
設
置
し
て
協
議
が
進
め
ら

れ
、
平
成
17
年
２
月
17
日
に
合
併
協
定
書

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
市
３

町
の
議
会
で
の
合
併
関
連
議
案
の
議
決
や

埼
玉
県
知
事
へ
の
合
併
申
請
な
ど
の
手
続

き
を
経
て
、
平
成
18
年
１
月
１
日
に
、
新

た
な
『
深
谷
市
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
深
谷
市
の
発
展
と
一
体
感
の
醸

成
を
図
る
た
め
、
旧
３
町
に
公
民
館
と
支

所
機
能
な
ど
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設
の
整

備
や
深
谷
市
歌
を
制
定
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
合
併
後
に
誕
生
し
た
深
谷
市
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
』
は
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
世
代
や
地
域
を
超

え
て
愛
さ
れ
、
市
民
の
気
持
ち
を
一
つ
に

す
る
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
深
谷
市
誕
生
20
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の

で
あ
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

市
で
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
祝
い
、
未
来
に
向
け
た

新
た
な
出
発
点
と
す
る
た
め
、多
数
の『
深

谷
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
』
を
実
施
し

ま
す
。
20
周
年
を
機
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
深
谷
市
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
深
谷
市

に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
さ
ら
に
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

深
谷
市
誕
生
20
周
年

　

日
本
は
、過
去
に
３
回（
明
治
・
昭
和
・

平
成
）
の
大
き
な
市
町
村
合
併
を
経
験
し

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
平
成
の
大
合
併

（
平
成
11
年
～
22
年
）
は
行
財
政
基
盤
の

確
立
や
地
方
分
権
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
全
国
的
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
で
は
、
平
成
13
年
に
浦
和
・
大

宮
・
与
野
の
３
市
が
合
併
し
て
『
さ
い
た

ま
市
』
が
誕
生
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
各

地
域
で
合
併
が
行
わ
れ
、
市
町
村
の
再
編

が
進
み
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
13
年

４
月
１
日
現
在
で
92
あ
っ
た
市
町
村
数

は
、
平
成
21
年
度
末
で
は
64
と
な
り
ま
し

た
（
現
在
の
市
町
村
数
は
63
）。

　

深
谷
市
で
は
、
平
成
16
年
12
月
１
日
に

深
谷
市
・
岡
部
町
・
川
本
町
・
花
園
町
合

　私は今、なりたいと思う夢がある。それは、空港のグ
ランドスタッフだ。人生初の飛行機に乗ったあの日か
ら、私は空港での仕事に憧れを抱くようになった。その
中でも、ひときわ輝いて見えたのがグランドスタッフ。陸
にいながらこれから旅立つ人を支える仕事は、私に
とってとてもキラキラした仕事に見えた。その夢を叶え
るために、これからたくさんの努力が必要だ。勉強した
り、知識を身につけ、実際に働いたり。時に挫折するこ
ともあると思うが、その度に今までの努力が支えにな
る。努力を怠らず本気で向き合えば、いつか夢が叶う
かもしれない。

上柴中学校2年（現3年）　荻
お ぎ

原
わ ら

　ゆず希
き

 さん

夢を追いかけること
中学生　立志の部
最優秀賞

　「思いは叶う」この言葉を胸に私は3年間部活をが
んばってきました。この言葉は部活の顧問の先生の言
葉です。
　陸上部に入部し、日々厳しい練習を仲間とこなし、
大会で出た結果に一喜一憂してきました。そんな時い
つもこの言葉が私の力になっていました。
　自信の無い私を指導し、進む高校に悩んでいた私
に道しるべを示してくださった先生。本当にありがとう
ございます。目標ができ、それに向かって進む道が見え
てきました。まだ何にも恩返しができていませんが、

「思いは叶う」の光を信じ、受験勉強をがんばります。

川本中学校3年（現高校1年）　石
い し

田
だ

　真
ま

結
ゆ

 さん

先生　ありがとう
中学生　忠恕の部
最優秀賞

　
令
和
６
年
度
に
引
き
続
き
、個
人
住

宅
の
防
犯
対
策
を
促
し
、被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、市
で
指
定
す
る
防
犯
対

策
に
有
効
な
設
備
を
購
入・設
置
し
た

か
た
を
対
象
に
、経
費
の
一
部
を
地
域

通
貨
ネ
ギ
ー
で
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
①
～
③
す
べ
て
を
満
た
す
か

た
。①
日
中
な
ど
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
と
な
る
世
帯
、②
市
内
の
戸
建
住
宅

ま
た
は
共
同
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
個

人
、③
防
犯
対
策
に
有
効
な
、市
で
指
定
す

る
設
備
を
購
入
お
よ
び
設
置
し
た
か
た

対
象
と
な
る
購
入
・
設
置
期
間
　
３
月

15
日
～
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮

対
象
と
な
る
設
備　
防
犯
カ
メ
ラ（
申

請
時
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
に
関
す
る

誓
約
あ
り
）、人
感
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、モ

ニ
タ
ー
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、セ
ン
サ
ー
ア

ラ
ー
ム
、防
犯
フィ
ル
ム
、防
犯
性
の
高
い

錠
、補
助
錠

補
助
額
　
実
支
出
額
の
２
分
の
１（
上
限

１
万
ネ
ギ
ー
）

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨

て
て
算
出

※
２
０
０
０
円
以
上
の
実
支
出
が
必
要

申
し
込
み　
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮
ま

で
に
、申
請
書
類
を
電
子
申
請
ま
た
は
問

い
合
わ
せ
先
窓
口
へ
提
出

※
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

ペー
ジ（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
）で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
は
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す

個
人
住
宅
へ
の
防
犯
対
策
補
助
制
度

問
い
合
わ
せ　
自
治
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

安全で安心な
太陽光発電余剰電力
をお譲りください！
『ふっかちゃんでんき』
は深谷市も出資する地域
に根差した電力会社です。

①固定価格での買取
プランＡ…余剰電力を買取ります
買取価格8.6円／kWh（税込、消費税率10％）
　ふかやeパワーが余剰電力を買取り、深
谷市域で消費することで電力の地産地消
を進めます。

プランB…電力の供給契約を締結します
買取価格8.8円／kWh（税込、消費税率10％）
　ふかやeパワーと電力の供給契約を締
結していただいた、ご家庭に対するプラン
です。

②寄附（お礼の品として『ネギー』が受け取
れます）
　ふっかちゃんでんきに直接電気を寄附
することでその電気は深谷市の公共施設
で使われます。
　電力寄附に際してお礼の品として『ネ
ギー』をゲット
１kWhあたり 9negi（9円相当）（年4回に分けて付与）
※negi（ネギー）は、深谷市内990店舗以上で使える
地域通貨です。（1negi＝1円相当）

お譲りいただく方法は2種類

【問い合わせ】
ふかやeパワー㈱
TEL：578‐8217 担当：紺野

こんの

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０
１
２
）

保
険
年
金
課
（
う
５
６
８
‐
５
０
０
１
）

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
で
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
か
た
は
、
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
種
別
が
変
わ

っ
た
と
き
に
は
、
必
ず
届
け
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

被
保
険
者
種
別

【
第
１
号
被
保
険
者
】
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
自
営
業
者
・
農
業
者
・
学
生
・

フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
、
第
２
号
被
保
険

者
・
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い

か
た

【
第
２
号
被
保
険
者
】
70
歳
未
満
の
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
る
か
た
（
65
歳
以
上
で
老
齢
ま

た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
給

付
の
受
給
権
が
あ
る
か
た
を
除
く
）

【
第
３
号
被
保
険
者
】
第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
配
偶
者

こ
ん
な
時
は
届
け
出
が
必
要
で
す 

▪
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
厚
生
年
金
な

ど
の
加
入
者
が
退
職
し
た
と
き
（
退
職

と
同
時
に
第
２
号
、
第
３
号
被
保
険
者

に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
）

▪
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
か
た
が
、
そ
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
物　
①
本
人
確
認
書

類
、
②
年
金
手
帳
や
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書

類
、
③
退
職
日
が
分
か
る
書
類
（
厚
生

年
金
・
社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、

退
職
証
明
書
、雇
用
保
険
離
職
票
な
ど
）

届
け
出
先　
保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課

第
１
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付

付
加
年
金　
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意

加
入
被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料
に
付

加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗

せ
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

年
金
額　
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数
（
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・

繰
下
げ
請
求
し
た
場
合
は
、
老
齢
基
礎

年
金
額
と
同
じ
率
で
減
額
・
増
額
さ
れ

ま
す
）

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
か
た
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
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